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第45号 令和2年11月11日
公益財団法人崋山会

「
厚
木
六
勝
」
と
渡
辺
崋
山

あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
学
芸
員　

山

岡

裕

子

令
和
2
年
9
月
19
日
か
ら
11
月
8
日
ま
で
の
会
期
で
、
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
で
は
、「
優
し
い
旅
び
と
・
渡
辺
崋

山
展

－

「
厚
木
六
勝
」
と
「
游
相
日
記
」

－

」
と
題
し
「
厚
木
六
勝
」
の
複
製
等
を
展
示
し
特
別
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
展
示
会
は
、
古
田
亮
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
准
教
授
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
で
「
厚
木
六
勝
」
を
発

見
さ
れ
、
本
市
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
「
厚
木
六
勝
」
は
長
年
、

所
在
不
明
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
、「
幻
の
厚
木
六
勝
」
と
題
し
写
真
を
紹
介
す
る
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
厚
木
六
勝
」
は
、
天
保
2
年
（
一
八
三
一
）
9
月
に
弟
子
の
高
木
梧
庵
を
伴
い
厚
木
を
訪
れ
た
渡
辺
崋
山
に
よ
る
風
景
画
で
、
作
成
年
代
、

作
成
経
緯
、
画
題
が
分
か
る
珍
し
い
作
品
で
す
。
崋
山
と
厚

木
で
交
流
し
た
文
化
人
の
1
人
斎
藤
鐘
助
が
選
定
し
た
厚
木

の
景
勝
地
を
崋
山
に
描
か
せ
た
「
厚
木
六
勝
」
は
、
厚
木
市

下
川
入
の
名
士
小
宮
保
次
郎
が
残
し
た
日
誌
に
「
厚
木
六
勝

ノ
巻
物
斎
藤
氏
返
却
ス
」（『
小
宮
日
誌
』
明
治
15
年
（
一
八

八
二
）
3
月
11
日
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
時
代

ま
で
斎
藤
家
が
所
蔵
し
て
い
た
様
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
美
術

館
で
「
厚
木
六
勝
」
を
実
見
し
た
古
田
亮
氏
に
よ
る
と
、
画

帖
で
あ
っ
た
も
の
を
個
別
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
台
紙
に
貼

り
直
し
改
装
し
た
と
み
ら
れ
（
古
田
亮
「
渡
辺
崋
山
筆　

厚

木
六
勝
」（『
国
華
』
第
一
四
五
七
号
）
二
〇
一
七
年
、
明
治

15
年
に
確
認
さ
れ
た
形
状
と
は
異
な
る
形
で
伝
来
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

原
本
の
発
見
に
よ
っ
て
『
小
宮
日
誌
』
に
記
さ
れ
た
「
厚

木
六
勝
ノ
巻
物
」
が
伝
来
の
過
程
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置

付
け
が
で
き
る
の
か
な
ど
、
新
た
な
調
査
・
研
究
の
課
題
が

多
く
見
え
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
日
本
初
公
開
と
な
る

カ
ラ
ー
の「
厚
木
六
勝
」を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「仮屋喚渡」

「菅廟驟雨」

「熊林暁鴉」

「雨降晴雪」

「相河清流」

「桐堤賞月」
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本
書
は
晩
年
の
崋
山
に
人
格
的
に
信
服

し
て
い
た
松
岡
次
郎
が
、
崋
山
の
没
後
、

崋
山
の
長
女
可か

津つ

と
結
婚
す
る
直
前
に
、

崋
山
の
親
戚
縁
者
や
地
元
の
古
老
の
訪
問

調
査
な
ど
自
ら
の
見
聞
に
基
づ
い
て
編
集

し
た
崋
山
伝
記
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
あ
る
知
人
が
江
戸
詰
め
の

家
老
職
に
あ
っ
た
崋
山
に
対
し
て
、
次
の

よ
う
な
質
問
を
し
た
。

「
或
人
伯
登
（
崋
山
の
敬
称
）
ニ
問
曰い

わ
く

、

我
藩
勝
手
不
如
意
ニ
テ
借
財
夥

お
び
た
だ敷
、
利
息

年
増
相
嵩か

さ

ミ
、
其
上
ニ
外
公
用
多
費
、
内

ハ
家
中
扶
助
、
国
元
雑
用
、
江
戸
屋
敷
諸

雑
用
、
道
中
参
勤
ノ
入
用
、
ス
ベ
テ
収
納

ニ
テ
ハ
十
分
ノ
一
ニ
モ
引
足
不
申
。
依
之

年
々
借
財
ニ
テ
便
用
致
候
故
、
迚と

て

モ
復
国

ナ
ド
申
事
ハ
愚
。
可
ナ
リ
ニ
モ
可
参ま

い
る

程
ノ

勝
手
ニ
ハ
百
年
ノ
後
ト
イ
ヘ
ド
モ
思
束
ナ

ク
存
候
。
先
生
イ
カ
ナ
ル
御
所
存
有
之

哉や

、
承
度
候
」

我
が
藩
の
財
政
は
苦
境
に
あ
り
、
借
金

が
多
く
、そ
の
利
息
も
年
々
か
さ
む
上
に
、

渉
外
の
出
費
が
多
く
、
藩
士
の
生
活
援
助

な
ど
の
国
元
雑
用
金
、
江
戸
屋
敷
の
雑
用

金
、
参
勤
交
代
の
経
費
な
ど
を
合
計
す
る

と
、
藩
の
収
入
金
の
十
分
の
一
に
も
足
り

な
い
状
態
で
す
。
本
年
以
後
も
借
金
で
運

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、「
復
国
」

な
ど
と
申
す
の
は
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
す
。

正
常
の
藩
財
政
に
戻
る
の
は
、
百
年
後
に

な
っ
て
も
、お
ぼ
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
件
に
関
し
、
崋
山
先
生
の
ご
所
見
を

承う
け
た
ま
わり

た
い
と
存
じ
ま
す
。

崋
山
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。

「
伯
登
曰
ク
、
拙
者
存
念
ト
申
ハ
更
ニ

無
之
、
然し

か

ラ
バ
ト
テ
モ
可
也
ニ
モ
被
成
候

ガ
無
之
哉
。
曰
不
然
、
可
也
ハ
勿
論
、
復

国
ニ
モ
可
参
候
。
左
様
候
ハ
バ
御
存
念
無

之
ト
ハ
不
被
申
候
。
左
様
ニ
ハ
無
之
、
存

念
有
之
ガ
ア
シ
ク
候
。

四
斗
樽た

る

ヲ
水
桶お

け

ニ
セ
ル
ニ
、
日
ニ
四
斗

ノ
水
ハ
入
可
申
候
。
然
ル
ニ
此
桶
穴
多
ク

有
之
。
漏ろ

う

水す
い

多
キ
時
ハ
イ
ク
ラ
水
ヲ
入
候

ト
モ
、
穴
ヲ
留
メ
不
申
内
ハ
、
入
ル
モ
詮せ

ん

無
之
事
ハ
誰
シ
モ
存
候
事
也
。

其
誰
シ
モ
存
候
通
ニ
致
候
ヲ
復
国
ノ
基

本
ト
存
候
。
誰
シ
モ
知
リ
タ
ル
事
ヲ
セ
ズ

シ
テ
、
力
マ
カ
セ
ニ
水
入
レ
候
時
ハ
、
益ま

す
ま
す

穴
大
キ
ク
ナ
リ
テ
、
終
ニ
満
チ
候
コ
ト
ハ

有
之
間ま

敷じ
く

候
。
依
之
穴
ヲ
留
メ
候
斗ば

か
ら

ニ
テ

何
モ
小
才
覚
ヲ
一
塗
ニ
止
メ
候
テ
、
不
入

力
ヲ
出
申
間
敷
候
ト
イ
ヘ
リ
ト
ゾ
」

私
に
は
特
別
に
所
見
と
申
す
ほ
ど
の
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
藩
財
政
が

ま
あ
ま
あ
の
程
度
に
な
る
の
は
、
と
て
も

無
理
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
常
の
水
準
に
戻
す
こ

と
も
可
能
で
す
。
藩
財
政
に
対
す
る
私
の

見
解
は
あ
る
も
の
の
、
藩
首
脳
部
に
と
っ

て
は
悪
い
内
容
（
悲
観
的
否
定
的
な
診
断

結
果
）
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
四
斗
樽
に
水
を
貯
え
よ
う
と

毎
日
四
斗
の
水
を
入
れ
て
も
、
穴
が
多
く

空
い
て
い
て
漏
水
が
多
い
場
合
、
い
く
ら

水
を
入
れ
て
も
、
穴
を
留
め
な
い
限
り
、

無
駄
な
作
業
に
な
る
こ
と
は
、
誰
し
も
理

解
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
誰
し
も
理
解
し
て
い
る
通
り
に
致

す
こ
と
を
、
復
国
の
基
本
と
す
べ
き
と
考
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え
ま
す
。
誰
し
も
理
解
し
て
い
る
こ
と
を

実
行
し
な
い
で
、
力
任
せ
に
水
を
入
れ
よ

う
と
す
る
と
、
穴
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
、満
水
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
穴
を
留
め
る
こ
と
だ
け
に
留
意

し
、
特
別
の
小
細
工
を
し
な
い
で
も
っ
ぱ

ら
穴
を
留
め
る
こ
と
に
集
中
す
れ
ば
、
力

を
入
れ
ず
に
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

さ
ら
に
、
崋
山
の
当
時
の
言
行
の
よ
う

す
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
国
本
ヲ
務つ

と

メ
、
人
材
ヲ
育や

し
な

フ
コ
ト
ヲ

主
ト
シ
、
藩
士
文
武
修
行
遊
学
ヲ
願
候
者

ニ
ハ
、
皆
扶ふ

持ち

ヲ
給
シ
テ
其
行
ニ
従
事
セ

シ
メ
ラ
レ
シ
ハ
、
伯
登
ノ
助
成
セ
ル
所
ト

カ
ヤ
。
何
事
モ
総す

べ

テ
遠
謀
深
慮
ヲ
主
ト
セ

リ
。
公
ノ
上
書
下
令
、
又
訓く

ん

喩ゆ

解
説
等
、

毎い
つ

モ
伯
登
ノ
手
ニ
ナ
レ
リ
。

公
事
繁は

ん

擾じ
ょ
う

ノ
間
モ
、
退
職
ノ
暇
ハ
書
画

ヲ
展
観
シ
、
六
法
諸
展
ヲ
玩が

ん

索さ
く

シ
、
筆ひ

っ

硯け
ん

ヲ
命
ジ
ナ
ド
シ
テ
心
ヲ
養
ヘ
リ
。
又
読
書

ヲ
嗜た

し
な

ミ
テ
、
常
ニ
手
ニ
解
事
ナ
カ
リ
キ
。

扨さ
て

又
汎は

ん

愛あ
い

シ
テ
人
ノ
言
ヲ
雅
俗
ト
モ
ニ
心

ヲ
留
メ
テ
聞
ケ
ル
ハ
、
人
伯
登
ト
談
ズ
ル

事
ヲ
楽
ミ
、
又
其
人
ト
為な

リ
ヲ
慕し

た

フ
テ
、

王
公
貴
人
モ
或
ハ
延ひ

キ
或
ハ
訪
ヒ
、
文
人

武
士
ハ
サ
ラ
ナ
リ
僧
徒
俗
人
マ
デ
、
日
々

数
十
人
来
過
シ
テ
晷ひ

か
げ

ヲ
移
セ
ド
モ
、
嘗か

つ

テ

倦
怠
ノ
気け

色し
き

ナ
ク
、
故
ニ
人
々
争
フ
テ
交

ル
コ
ト
ヲ
ナ
セ
リ
。其
中
ニ
道
徳
ヲ
尊
ビ
、

義
ヲ
尚た

っ
と

ブ
者
、
博
識
有
志
者
ヲ
擢ぬ

き

ン
デ
、

益
友
ト
ナ
セ
リ
」

藩
政
の
元
締
め
と
し
て
人
材
の
育
成
を

主
眼
と
す
る
立
場
か
ら
、
藩
士
が
文
武
修

行
に
専
念
し
た
り
、
他
国
に
遊
学
し
た
り

し
た
い
と
願
い
出
た
者
に
対
し
て
、
す
べ

て
生
活
費
を
給
付
し
て
従
事
さ
せ
た
の

は
、
崋
山
が
助
成
策
を
講
じ
た
か
ら
の
よ

う
で
す
。
崋
山
は
何
事
も
す
べ
て
深
慮
遠

謀
を
主
眼
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

で
、
殿
様
の
出
す
上
書
下
令
や
訓
喩
解
説

な
ど
は
、
い
つ
も
崋
山
が
代
筆
し
た
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。

公
務
多
忙
だ
っ
た
期
間
も
、
勤
務
時
間

外
は
さ
ま
ざ
ま
な
書
画
を
広
げ
て
見
た

り
、六
種
の
画
法
書
を
熟
読
玩
味
し
た
り
、

文
筆
に
取
り
組
む
こ
と
に
努
め
た
り
し
て

心
豊
か
な
生
活
を
目
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
読
書
を
た
し
な
ん
で
、
常
に
悟
り

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

崋
山
は
広
く
公
平
に
愛
す
る
精
神
の
持

ち
主
で
、
他
人
の
発
言
は
風
雅
な
も
の
も

俗
臭
ふ
ん
ぷ
ん
た
る
も
の
も
、
親
切
丁
寧

に
耳
を
か
た
む
け
て
聞
い
て
い
ま
し
た
か

ら
、
多
く
の
人
が
崋
山
と
談
話
す
る
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
崋
山
の
人
格
を
慕
っ
て
、
崋
山

宅
に
は
大
名
な
ど
高
貴
な
人
々
が
案
内
さ

れ
た
り
、
自
主
的
に
訪
問
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
学
者
や
武
士
は
も
ち
ろ
ん
、
僧

侶
や
信
徒
な
ど
の
俗
人
ま
で
、
毎
日
数
十

人
が
崋
山
宅
に
来
て
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
に
退
屈
な
気
分
に
な
っ

て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
、
人
々
は
競
っ
て
崋
山
と
親
交
を

結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

崋
山
は
そ
う
し
た
人
物
の
中
か
ら
、
道

徳
を
尊
重
す
る
人
、
道
理
を
重
ん
じ
筋
道

を
立
て
る
人
、
博
識
有
志
の
人
を
選
び
出

し
て
、
益
友
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
崋
山
の
言
行
や
崋
山
を
と

り
巻
く
人
々
の
動
静
を
紹
介
し
た
後
、
本

書
は
い
き
な
り
崋
山
が
藩
家
老
職
の
退
職

願
書
を
出
す
に
至
っ
た
経
緯
や
、
願
書
の

内
容
の
紹
介
に
、
変
容
し
て
い
る
。
退
職

願
書
提
出
以
前
の
出
来
事
で
、
本
書
に
記

述
の
欠
落
し
て
い
る
史
実
を
、
次
に
紹
介

し
た
い
。

前
号
に
お
い
て
、
崋
山
が
藩
の
海
防
掛

と
し
て
の
役
目
柄
、
表
浜
海
岸
の
防
備
に

他
藩
に
先
駆
け
た
施
策
を
し
て
き
た
こ
と

を
紹
介
し
た
が
、
崋
山
が
外
敵
で
あ
る
西

欧
列
強
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
秘

か
に
幡は

た

崎ざ
き

鼎か
な
え

・
小
関
三
英
・
高
野
長
英
ら

全
国
屈
指
の
蘭
学
者
と
親
交
を
結
ん
で
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
書
は
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
藩
か
ら
持
参

金
付
き
養
子
を
迎
え
た
た
め
に
、
若
隠
居

と
し
て
江
戸
巣す

鴨が
も

に
隠い

ん

棲せ
い

し
て
い
た
三
宅

友
信
に
、
新
た
な
生
き
が
い
と
し
て
崋
山

が
蘭
学
研
究
を
勧
め
た
こ
と
、
隠
居
手
当

で
大
量
の
蘭
書
を
購
入
さ
せ
巣
鴨
邸
で
保

管
さ
せ
た
こ
と
、
三
英
や
長
英
を
友
信
の

隠
居
手
当
で
雇
用
さ
せ
、
幕
府
や
諸
藩
に

先
駆
け
て
翻
訳
さ
せ
て
巣
鴨
邸
を
秘
密
の

蘭
学
研
究
所
に
仕
立
て
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
も
、
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
二
月
に
幕
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府
代
官
羽
倉
外げ

記き

の
伊
豆
七
島
巡
察
計
画

に
随
行
し
て
天
下
国
家
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
、
と
い
う
「
渡
海
願
書
」
を
、
同
僚

の
家
老
に
提
出
し
て
拒
絶
さ
れ
た
り
、
伊

豆
韮に

ら

山や
ま

の
代
官
江
川
英
龍
や
古
河
藩
家
老

鷹
見
泉
石
と
親
交
を
結
び
、
海
外
情
報
を

交
換
し
た
り
し
た
こ
と
の
記
述
も
、
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
い
。

本
書
が
主
に
起
草
さ
れ
た
天
保
十
三
・

十
四
年
（
一
八
四
二
・
四
三
）
頃
は
、
幕

府
の
蘭
学
統
制
が
最
も
厳
し
か
っ
た
時
期

（
医
学
と
兵
学
以
外
の
蘭
学
は
タ
ブ
ー
）

だ
っ
た
か
ら
、
崋
山
と
蘭
学
と
の
関
わ
り

に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
、
崋
山
は
同
じ
時
期
に
「
鷹
見
泉

石
像
」「
市
河
米
庵
像
」
な
ど
肖
像
画
の

大
作
や
軽
妙
な
俳
画
な
ど
を
描
い
て
い
る

が
、
本
書
に
は
崋
山
の
画
作
の
紹
介
や
論

評
は
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
本
書
の

編
者
で
あ
る
松
岡
次
郎
は
、
学
識
豊
か
な

武
士
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
絵
画
鑑
賞
な
ど

の
文
人
趣
味
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
浮
世
絵
画
家
の
よ
う
な

職
業
画
家
は
、
格
下
の
存
在
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
世
評
の
高
い
崋
山
の
画
業
に

そ
れ
な
り
の
敬
意
を
抱
い
て
い
た
も
の

の
、
松
岡
が
敬
慕
し
て
い
た
の
は
、
も
っ

ぱ
ら
士
大
夫
（
学
識
豊
か
な
国
家
官
僚
）

と
し
て
の
使
命
感
を
持
っ
て
藩
政
や
国
政

に
献
身
す
る
崋
山
像
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
『
全
楽
堂
記
伝
』
の
本
文
に
戻
る
。

「
天
保
十
己き

亥が
い

、
夏
田
原
ニ
役
シ
テ
、

国
事
ヲ
謀は

か

ラ
シ
メ
ン
ト
内
命
ア
リ
。
其
四

月
疾
ヲ
以
、
職
ヲ
辞
セ
ン
ト
請
フ
」

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
崋
山
に
対

し
て
藩
主
三
宅
康
直
か
ら
、
こ
の
夏
に
田

原
に
移
住
し
、
国
家
老
と
し
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
内
示
の
辞
令
が
下
さ
れ

た
。
そ
れ
で
、
崋
山
は
同
年
四
月
に
病
気

理
由
で
藩
家
老
（
年
寄
）
職
の
退
職
願
を

藩
主
に
上
呈
し
た
。

願
書
は
他
の
家
老
た
ち
に
よ
っ
て
却
下

さ
れ
た
が
、
崋
山
は
一
体
、
な
ぜ
退
職
願

を
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大

の
理
由
は
、
江
戸
育
ち
で
生
涯
の
大
部
分

を
江
戸
屋
敷
で
居
住
し
た
崋
山
に
と
っ
て

は
、
生
活
の
拠
点
を
江
戸
か
ら
田
原
に
移

す
こ
と
は
、
耐
え
が
た
い
苦
痛
だ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

江
戸
屋
敷
の
武
士
の
生
活
を
支
え
て
い

る
の
は
、
国
元
の
田
原
の
領
民
の
労
苦
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
短
期
・
長
期
を
含

め
て
四
回
訪
問
し
た
郷
国
田
原
の
自
然
と

人
情
に
愛
着
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、

江
戸
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
、
家
族
と
も
ど

も
に
馴な

染じ

ん
で
い
た
大
江
戸
文
化
の
享
受

を
断
念
す
る
だ
け
で
な
く
、
長
年
か
け
て

築
き
あ
げ
た
人
脈
、
江
戸
在
住
の
文
化
人

仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
隔
絶
す
る
こ

と
に
な
る
。
特
に
近
い
将
来
、
多
忙
な
藩

務
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
画
作
や
国
事
に
専

念
し
た
い
と
考
え
て
い
た
崋
山
に
と
っ
て

は
、
国
家
老
へ
の
転
任
は
何
と
し
て
も
避

け
た
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
退
役
願
書
」
の
提
出
は
、
こ
こ
で
は

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
四
月
と
記
さ
れ

渡
海
願
書　

田
原
市
博
物
館
蔵

退
役
願
書
稿　

田
原
市
博
物
館
蔵
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て
い
る
が
、
初
め
て
で
は
な
く
、
他
の
文

書
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
起
草
は
九
年
正
月

頃
で
、
一
度
提
出
し
て
却
下
さ
れ
た
も
の

を
改
稿
し
て
再
提
出
し
た
よ
う
だ
。

次
に
、「
退
役
願
書
」
の
内
容
を
、
具

体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
私
退
役
ノ
儀
ニ
付
、
先せ

ん

建だ
っ

テ
御
内
々

申
上
候
処
、段
々
御
懇
切
ノ
御
手
書
ニ
付
、

猶
又
相
勘
弁
仕
候
得
共
、
何
分
近
来
癇か

ん

火か

相
募つ

の
り

、
日
夜
ワ
ク
ワ
ク
仕
、
心
気
落
付
不

申
。
今
日
モ
長
英
相
談
仕
候
処
、
イ
ズ
レ

ニ
モ
唯
今
ノ
処
ハ
気
保
養
ナ
ラ
デ
ハ
、
薬

餌
ノ
届
候
処
ニ
ハ
無
之
、
脉み

ゃ
く

モ
ブ
ヨ
ブ
ヨ

ト
浮
緩
ニ
テ
、
線
緯
〆し

ま

リ
無
之
、
草
木
ニ

タ
ト
ヘ
候
得
バ
、
水
草
ノ
様
ナ
ル
モ
ノ
ト

申
聞
候
。
右
ハ
此
通
ノ
次
第
ヲ
以も

っ
て

、
長
英

ヘ
御
問
合
被
下
候
得
バ
相
分
リ
申
候
。

一
、
私
病
ヲ
以
テ
退
役
奉
願
候
次
第
、

段
々
厚
キ
御
思
召
ニ
テ
有あ

り

體て
い

申
上
候
。
御

聞
分
奉
願
候
。
先
御
役
願
仕
候
心
定
ノ
是

非
ヲ
考
ヘ
候
ニ
、古
人
四
十
ニ
シ
テ
仕
ヘ
、

七
十
ニ
シ
テ
致ち

仕し

仕
候
事
ニ
候
得
バ
、
御

奉
公
ノ
数
中
、
三
十
年
ニ
御
座
候
。
八
歳

ヨ
リ
十
五
歳
迄
ハ
日
勤
ノ
奉
公
仕
、
十
六

歳
ヨ
リ
三
十
二
三
歳
迄
ハ
隔
日
ニ
テ
、
日

勤
同
様
繁は

ん

多た

ニ
相
勤
候
。
其
間
和
田
倉
御

番
所
ヘ
四
年
越ご

し

勤
番
仕
、
又ま

た

候ぞ
ろ

三
十
七
八

歳
ノ
頃
、
御
用
人
被
仰
付
候
。
以
来
又
々

繁
多
ニ
相
成
、
生
レ
出
候
ヨ
リ
四
十
六
歳

ノ
間
、
中
五
六
年
ナ
ラ
デ
ハ
人
並
ノ
義
モ

出
来
不
申
者
ニ
御
座
候
。
右
ノ
通
リ
唯
粟あ

わ

ヲ
食
ヒ
生
テ
罷ま

か
り

在
候
ノ
ミ
ニ
テ
御
座
候
」

私
の
家
老
（
年
寄
）
職
の
退
職
の
件
、

先
日
内
々
で
お
願
い
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、
い
ろ
い
ろ
ご
懇
切
な
お
言
葉
で
思
い

と
ど
ま
る
よ
う
に
、
と
の
書
面
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
今
一
度
再
考
し
ま

し
た
が
、
近
ご
ろ
神
経
が
苛い

ら

立
ち
、
日
夜

高
ぶ
っ
て
心
が
落
ち
つ
き
ま
せ
ん
。
今
日

も
高
野
長
英
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
今
の

病
状
で
は
心
気
の
保
養
を
し
な
け
れ
ば
、

薬
を
飲
ん
で
も
効
果
は
な
い
、と
の
こ
と
。

血
管
は
ぶ
よ
ぶ
よ
で
、
筋
肉
も
締
ま
り
が

な
く
、
草
木
に
例
え
れ
ば
、
浮
き
草
の
よ

う
な
状
態
だ
、
と
の
診
断
で
し
た
。
こ
ん

な
私
の
病
状
は
、
長
英
に
じ
か
に
お
問
い

合
わ
せ
に
な
れ
ば
、
わ
か
り
ま
す
。

第
一
に
、
私
が
病
気
理
由
で
退
職
願
い

を
申
し
出
た
経
過
に
つ
い
て
、
格
別
の
ご

厚
意
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
に
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
念
願
し

ま
す
。
先
ず
こ
の
退
職
願
書
の
心
底
の
是

非
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
人
に
よ
れ
ば
、
古
人
は
四
十
歳
で
宮

仕
え
を
し
て
、七
十
歳
で
退
職
す
る
の
が
、

慣
例
と
の
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
勤
続
年

数
は
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

の
場
合
、
八
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
は
毎
日

勤
務
し
、
十
六
歳
か
ら
三
十
二
、
三
歳
ま

で
は
隔
日
勤
務
で
し
た
が
、
日
勤
同
様
の

多
忙
な
勤
務
で
し
た
。
そ
の
間
に
江
戸
城

和
田
倉
門
の
番
所
の
番
士
と
し
て
、
四
年

越
し
の
勤
務
も
致
し
ま
し
た
。
そ
の
上
、

三
十
七
、
八
歳
の
頃
に
は
藩
の
用
人
の
役

職
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
ま
た
多
忙
な
生
活

に
戻
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
か
ら
四
十
六

年
の
間
、人
並
み
の
生
活
が
で
き
た
の
は
、

わ
ず
か
五
、
六
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
唯
俸
禄
を
む
さ
ぼ
っ
て

生
き
永
ら
え
て
き
た
だ
け
の
生
涯
だ
っ
た

の
で
す
。

若
干
の
注
釈
を
加
え
る
と
、
高
野
長
英

は
、
崋
山
の
主
治
医
で
あ
り
、
巣
鴨
の
下

屋
敷
に
隠
居
し
て
い
た
三
宅
友
信
が
隠
居

手
当
で
扶
持
を
与
え
て
い
た
。
表
向
き
藩

の
許
可
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

彼
が
蘭
方
医
で
、
診
療
と
翻
訳
に
従
事
し

て
い
る
こ
と
は
、公
然
の
秘
密
で
あ
っ
た
。

古
人
の
言
い
伝
え
と
は
、
古
代
中
国
の

四
書
五
経
の
一
つ
『
礼ら

い

記き

』
曲
礼
篇
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
記
述
の
後
に
崋
山
は
、
紙

面
の
都
合
で
原
文
を
引
用
で
き
な
い
が
、

次
の
よ
う
な
主
旨
の
謙
遜
・
感
謝
の
辞
と
、

退
職
願
の
受
理
を
求
め
る
切
迫
し
た
心
境

を
書
き
加
え
て
い
る
。

殿
様
や
ご
同
僚
の
皆
様
が
、
私
ご
と
き

者
の
能
力
を
買
い
か
ぶ
っ
て
、
格
別
の
ご

仁
憐
と
ご
援
助
を
恵
与
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
前
記
の
通
り
私
は
、
繁
忙
な
勤
務
の

た
め
犬
馬
の
齢よ

わ
い

を
重
ね
る
ば
か
り
で
、
ど

ん
な
に
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
受
け
ま
し
て
も
、
鍛
錬

せ
ず
に
作
っ
た
鈍
剣
の
よ
う
な
者
で
す
。

才
能
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
骨
限
り
ま
で
酷

使
さ
れ
た
駑ど

馬ば

（
歩
み
の
の
ろ
い
馬
）
同

然
の
私
で
す
か
ら
、
よ
く
よ
く
の
病
身
に

な
っ
た
次
第
で
す
。
お
憐
れ
み
の
上
、
私

の
窮
状
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
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か
く
せ
る
程
に
予
が
此
地
に
い
た
り
し
を
聞
、
到
る
も

の
皆
此
地
の
雅
士
と
い
ふ
。

魚
住
勇
助
、名
ハ

粲
、字
ハ

玉
妃
、号
ス二

雉
翳
ト一

。
善
ク

画
ク二

山
水
ヲ一

。
又
号
ス二

背
山
ト一

。

三
輪
宗
琢
、名
ハ

琢
、字
ハ

子
玉
、号
ス二

洞
水
ト一

。
業
ト
シ

レ　

医
ヲ

、

好
ムレ

詩
ヲ

。

近
藤
舟
助
、名
ハ

済
、字
ハ

巨
川
、号
ス二

揖
斎
ト一

。
善
ク
シ

レ　

書
ヲ

、

師
ト
ス

二　

詩
仏
ヲ一

。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
月
二
十
二
日
続
き

崋
山
た
ち
六
人
は
、
足
利
学
校
を
見
学
し
た
後
、
二
手

に
別
れ
た
。
崋
山
、
近
江
屋
忠
七
、
梧
庵
の
三
人
は
、
茂も

木ぎ

氏
の
家
で
そ
ば
を
御
馳
走
に
な
っ
た
後
、
鑁ば

ん

阿な

寺じ

を
参

詣
し
て
清
風
楼
（
角
清
楼
）
へ
行
っ
た
。
酒
宴
を
始
め
た

と
こ
ろ
へ
、
別
れ
て
い
た
三
人
（
岡
田
立
助
、
昌
庵
、
蘭

渓
）
も
や
っ
て
来
て
（
す
で
に
他
の
酒
屋
で
酔
っ
払
っ
て

き
た
）、
ま
た
六
人
そ
ろ
っ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
が
こ
の
地
足
利
に
来

た
こ
と
を
聞
い
て
、
新
た
に
人
か
集
ま
っ
て
来
た
。
皆
、

こ
の
地
の
風
流
人
と
い
う
。

魚
住
勇
助
、
名
は
粲さ

ん

、
字
は
玉
妃
、
号
は
雉ち

翳え
い

、
山
水

画
に
秀
で
て
い
る
。
ま
た
、
背
山
と
も
号
し
て
い
る
。

三
輪
宗そ

う

琢た
く

、
名
は
琢
、
字
は
子
玉
、
号
は
洞
水
、
医
者

で
、
詩
が
好
き
で
あ
る
。

近
藤
舟
助
、
名
は
済
、
字
は
巨
川
、
号
は
揖ゆ

う

斎さ
い

、
書
に

優
れ
、
大
窪
詩
仏
に
師
事
し
た
。

※	

魚
住
勇
助　

以
下
三
人
は
、
い
ず
れ
も
足
利
の
風
流

人
。

※	

近
藤
舟
助　

樵し
ょ
う

香こ
う

と
も
号
す
。
崋
山
が
蛮
社
の
獄
で

田
原
に
蟄
居
中
の
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
六
月

十
七
日
付
、
江
戸
の
友
人
に
宛
て
た
書
簡
中
に
、「
舟

助
子
・
吉
沢
氏
等
数
人
へ
厚
御
謝
奉
レ

願
候
」
と
あ
り
、

崋
山
の
晩
年
ま
で
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

※	

詩
仏　

大
窪
詩
仏
。
漢
詩
人
。
第
13
回
（
36
号
）

参
照
。

清
風
楼
を
く
だ
り
、
近
忠
の
家
に
い
た
る
。
寓ぐ

う

処し
ょ

ニ
い

そ
ぐ
を
も
て
辞
帰
。
数す

う

子し

又
ひ
と
し
く
予
客
所
に
い
た

り
、
画
を
も
と
む
。
酔
後
一
掃
灑さ

い

白
、
何
事
を
作
る
を

し
ら
ざ
る
也
。
紙
扇
堆た

い

然ぜ
ん

。

清
風
楼
を
お
り
て
、
近
江
屋
忠
七
の
家
へ
行
く
。
宿
所

に
帰
る
こ
と
を
急
い
だ
の
で
、
も
て
な
し
を
断
っ
て
帰
っ

た
。
数
人
が
ま
た
そ
ろ
っ
て
私
の
宿
所
へ
や
っ
て
来
て
、

絵
を
求
め
た
。
酔
っ
払
っ
た
後
で
一
気
に
画
筆
を
走
ら
せ

た
が
、
そ
の
記
憶
が
無
く
な
り
、
何
を
書
い
た
か
覚
え
て

い
な
い
。
紙
や
扇
が
う
ず
高
く
積
み
あ
が
っ
て
い
た
こ
と

だ
け
覚
え
て
い
る
。

※	

清
風
楼
を
く
だ
り　

道
が
下
り
坂
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
宴
会
場
が
上
の
階
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
降
り

て
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

※	

寓ぐ
う

処し
ょ　

寓
所
。
仮
に
住
む
所
。
仮
住
ま
い
。
こ
こ
で

は
、
宿
所
の
蔦
屋
。

※	

数す
う

子し　

数
人
。
清
風
楼
に
集
ま
っ
た
人
の
多
く
が
い

っ
し
ょ
に
蔦
屋
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
何
人
行
っ
た

か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
夜
の
記
事
に
近
江
屋

忠
七
と
梧
庵
が
、
翌
朝
の
記
事
に
岡
田
立
助
、
昌
庵
、

蘭
渓
、
三
輪
宗
琢
が
登
場
す
る
。
魚
住
勇
助
と
近
藤

舟
助
の
二
人
は
名
前
が
出
な
い
か
ら
、
蔦
屋
ま
で
は

お
そ
ら
く
行
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

※	

ひ
と
し
く　

斉
し
く
。
一
斉
に
。
そ
ろ
っ
て
。

※	

一
掃　

一
度
に
き
れ
い
に
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
。

※	

灑さ
い　

そ
そ
ぐ
。
水
を
ま
く
。

※	

一
掃
灑
白　

一
気
に
画
筆
を
走
ら
せ
た
が
、
そ
の
記

憶
が
無
く
な
っ
た
こ
と
。

※	

堆た
い

然ぜ
ん　

う
ず
高
く
積
も
る
さ
ま
。

足
利
学
校
文
庫
中
所
蔵
宋
版
跋ば

つ

。

 （
図
な
し
、
二
頁
空
白
）

聖
像
。

 （
図
な
し
、
二
頁
空
白
）

足
利
学
校
の
文
庫
中
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
宋
代
に
出

版
さ
れ
た
書
物
の
後
書
き
。

（
図
な
し
、二
頁
空
白
）
第
19
回
（
42
号
）
に
あ
っ
た
『
左

伝
註
疏
』『
周
易
註
疏
』『
文
撰
』
等
の
後
書
き
を
記
す
予

定
で
、
空
白
に
し
て
あ
っ
た
。『
客
坐
録
』
に
書
か
れ
て

い
る
。

聖
像
（
孔
子
像
）。

（
図
な
し
、二
頁
空
白
）『
客
坐
録
』
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
20
回
（
43
号
）
に
紹
介
。

※	

宋
版　
「
宋
板
」
と
同
じ
。
宋
代
の
出
版
。

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』
○22

研
究
会
員
　
加

藤

克

己
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※	

跋ば
つ　

書
物
や
書
画
の
巻
物
の
末
尾
に
記
す
文
。
後
書

き
。
あ
と
が
き
。

紙
を
ゑ
が
く
に
も
の
う
く
、
た
ゞ
扇
頭
画
を
作
る
。
其

か
ず
を
し
ら
ず
。
近
忠
お
の
が
家
よ
り
肴
取
よ
せ
出
す
。

予
一
日
の
酔
に
つ
か
れ
、
人
々
の
か
た
は
ら
に
酔
臥
。

紙
に
描
く
の
が
億
劫
で
、も
っ
ぱ
ら
扇
面
画
を
描
い
た
。

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
書
い
た
。
近
江
屋
忠
七
が

自
分
の
家
か
ら
肴
を
取
り
寄
せ
て
出
し
た
。
私
は
、
一
日

の
疲
れ
と
酔
い
の
た
め
、
人
々
の
（
酒
宴
を
し
て
い
る
）

傍
ら
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

※	

扇
頭
画　

扇
面
画
。
崋
山
は
絵
の
腕
前
に
誇
り
を
持

っ
て
い
た
か
ら
、
紙
に
描
く
な
ら
ば
、
し
っ
か
り
と

描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
時
間
が
必
要
だ
し
、

紙
を
広
げ
て
描
く
場
所
も
必
要
で
、
酒
の
席
で
は
描

き
に
く
い
。
扇
面
画
な
ら
、
小
さ
な
絵
で
済
み
、
簡

単
に
描
け
る
。

※	

一
日
の
酔　

前
夜
、
崋
山
は
岡
田
東
塢
と
徹
夜
で
語

り
明
か
し
て
、
一
睡
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
日
一
日
精
力
的
に
動
い
た
疲
れ
に
、
酒
の
酔
い

が
加
わ
っ
た
。

梧
庵
云
、
予
い
ね
し
よ
り
愈
觴し

ょ
う

お
こ
な
は
れ
、
予
が

画
を
あ
ら
そ
ひ
し
と
云
。

 （
図
な
し
、
一
頁
空
白
）

蔦
屋
楼
上
図
。

 （
図
な
し
、
二
頁
空
白
）

（
後
で
）
梧
庵
が
言
う
に
は
、
私
が
眠
っ
た
後
、
ま
す

ま
す
皆
が
酒
を
飲
ん
で
（
宴
が
盛
り
上
が
り
）、
私
の
絵

を
取
り
合
っ
た
と
い
う
。

※	

梧
庵
云　

こ
の
文
は
、
一
字
下
げ
て
書
い
て
あ
る
。

※	

觴し
ょ
う　

杯
に
酒
を
注
ぐ
。
酒
宴
が
盛
り
上
が
る
。

坂
の
蔦つ

た

屋や

足
利
で
崋
山
が
泊
ま
っ
た
宿
。
青
木
裕
編
『
根
本
山
参

詣
ひ
と
り
案
内
』
復
刻
版
（
み
や
ま
文
庫　

平
成
十
年
）

よ
り
。
崋
山
が
書
い
た
絵
が
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
こ
れ

を
載
せ
る
。

『
根
本
山
参
詣
ひ
と
り
案
内
』

こ
の
案
内
書
は
、
根
本
山
参
詣
の
最
盛
期
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
江
戸
日
本
橋
か
ら
根
本

山
神
社
ま
で
の
道
中
案
内
書
。
往
路
は
崋
山
が
江
戸
か
ら

桐
生
新
町
へ
行
っ
た
コ
ー
ス
。
桐
生
新
町
か
ら
さ
ら
に
北

上
す
る
。
復
路
は
桐
生
新
町
・
境
野
村
（
桐
生
市
）
か
ら

東
へ
進
み
、
足
利
を
通
り
、
渡
良
瀬
川
・
利
根
川
を
通
っ

て
、
江
戸
へ
帰
る
。

根
本
山
は
、
上
野
（
群
馬
県
）・
下
野
（
栃
木
県
）
に

ま
た
が
る
山
で
、
神
社
の
位
置
は
下
野
だ
が
、
桐
生
（
上

野
）
側
か
ら
登
る
。

崋
山
は
、
十
月
十
八
日
、
桐
生
新
町
二
丁
目
の
岩
本
邸

か
ら
根
本
山
参
詣
を
計
画
し
て
い
た
が
、
雨
降
り
の
た
め

に
中
止
し
た
。
第
11
回
（
34
号
）
参
照
。

二
十
三
日　

晴

宵
に
人
々
と
大
酌
し
て
扇
頭
数
柄
ヲ
画
き
し
と
覚
え
し

に
、
烏
の
か
い
か
い
と
鳴
に
お
ど
ろ
き
て
、
雨
戸
お
し

ひ
ら
き
見
れ
バ
、
夜
は
明
た
り
。
人
々
は
よ
く
寐
に
た

れ
バ
、
ひ
と
り
筆
と
す
ゞ
り
と
を
持
出
て
、
観
音
山
に

の
ぼ
る
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
月
二
十
三
日　

晴

昨
夜
は
大
勢
の
人
々
と
大
酒
を
飲
ん
で
、
扇
面
画
を
い

く
つ
か
描
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
、
烏
が
か
い
か
い

と
鳴
く
音
に
驚
い
て
、雨
戸
を
押
し
開
い
て
外
を
見
る
と
、

夜
は
明
け
て
い
た
。
み
ん
な
は
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
の

で
、
ひ
と
り
で
筆
と
す
ず
り
と
を
持
ち
出
し
て
、
観
音
山

に
登
っ
た
。

※	

観
音
山　

蔦
屋
の
近
く
に
あ
る
山
。
蔦
屋
か
ら
見
る



8

と
、旧
国
道
五
十
号
を
は
さ
ん
で
北
側
。
少
し
登
る
と
、

足
利
の
町
が
一
望
で
き
る
、
見
晴
ら
し
の
素
晴
ら
し

い
場
所
が
あ
る
（
桐
生
の
渡
辺
崋
山
と
歩
く
会
代
表

の
岡
田
幸
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
頂
上
ま
で
登
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
日
の
出
の
遅
い
冬
の
朝
食
前
、

健
脚
の
崋
山
で
も
行
動
可
能
範
囲
は
ご
く
限
ら
れ
て

い
た
。
町
を
写
生
で
き
る
場
所
は
こ
こ
し
か
な
い
。

※	

寐　

ビ
。「
寝
」
と
同
じ
意
味
。
ね
る
。

足
利
の
街
図

上
段
の
街
図
は
、渡
辺
崋
山
「
毛
武
游
記
図
巻
」
よ
り
。

従
来
、
大
間
々
の
街
図
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
。
前
出

の
岡
田
幸
夫
氏
が
、
足
利
の
街
図
で
あ
る
こ
と
を
発
見
、

崋
山
の
描
い
た
場
所
を
特
定
し
た
。

次
に
、
崋
山
が
街
図
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
場
所
か
ら

見
た
現
況
写
真
を
載
せ
る
。
広
角
で
な
い
の
で
、
両
横
が

切
れ
て
し
ま
っ
た
が
。

三
つ
の
観
音
山

『
毛
武
游
記
』
に
は
、
三
つ
の
観
音
山
が
登
場
す
る
。

１　

十
月
十
五
日　

第
７
回
（
30
号
）、
桐
生
市
宮
本
町
、

光
明
寺
の
北
。

２　

十
月
二
十
一
日　

第
14
回
（
37
号
）、
桐
生
市
菱
町
、

桐
生
川
の
東
。

３　

今
回
、
足
利
市
、
蔦
屋
の
近
く
。

こ
の
三
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
山
で
あ
る
こ
と
は
本
文
を

読
め
ば
分
か
る
と
思
う
が
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
た
い
。

此
山
は
桐
生
の
か
た
よ
り
い
た
れ
ば
、
宿
に
入
ん
と
せ

る
処
に
て
、
眺
望
一
郷
を
見
わ
た
さ
る
。
人
家
鱗
の
ご

と
く
な
ら
び
た
ち
て
、
か
す
む
バ
か
り
。
雲
静
な
れ
バ
、

朝
の
め
し
た
く
け
む
り
は
た
す
じ
も
三み

十そ

す
じ
も
、
い

は
ゞ
し
づ
の
女
の
さ
ら
せ
し
布
を
、
梢
に
掛
わ
た
し
た

ら
む
や
う
に
て
、
は
た
山
を
い
づ
る
の
か
ら
す
の
五
つ

六
つ
、
む
ら
が
り
つ
ゝ
行
さ
ま
筆
に
つ
く
し
が
た
し
。

此
地
の
地
勢
を
う
つ
し
と
り
て
、
や
ど
り
に
か
え
る
。

こ
の
山
は
、
桐
生
の
方
か
ら
や
っ
て
く
る
と
、
足
利
の

宿
場
に
入
ろ
う
と
す
る
所
に
あ
っ
て
、
見
晴
ら
し
が
よ
く

て
、
足
利
の
一
郷
全
体
を
見
渡
せ
る
。
人
家
は
鱗
の
よ
う

に
並
び
立
っ
て
い
て
、
霞
ん
で
い
る
。
雲
（
風
）
が
静
か

な
の
で
朝
の
ご
飯
を
炊
く
煙
が
二
十
本
も
三
十
本
も
立
ち

上
が
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
身
分
の
低
い
女
が
日
光
に
当
て

て
乾
か
そ
う
と
し
て
、
布
を
機
の
梢
に
掛
け
渡
し
た
よ
う

な
光
景
で
あ
る
。
傍
ら
の
山
を
出
る
カ
ラ
ス
が
五
、
六
羽

群
が
っ
て
飛
ん
で
い
く
よ
う
す
は
、
絵
筆
で
は
表
せ
な
い

ほ
ど
美
し
い
。
こ
の
土
地
の
高
低
や
山
、
川
の
配
置
な
ど

毛武游記図巻　学校法人常葉大学蔵
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を
書
き
写
し
て
、
宿
に
帰
っ
た
。

※	
宿
に
入
ん
と
せ
る
処　

崋
山
の
記
述
は
、
観
音
山
の

位
置
を
的
確
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
こ
の

記
述
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
観
音
堂
が
あ
り
、
現

地
で
は
観
音
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
地
図
に
は
そ

の
名
称
が
な
く
、
観
音
山
の
場
所
が
知
ら
れ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て
は
他
の
山
が
想
定
さ
れ
て
い

た
。

※	

は
た
す
じ　

二
十
す
じ
。

※	

し
づ
の
女　

賤
の
女
。
身
分
の
低
い
女
性
。

※	

さ
ら
す　

日
光
・
風
に
当
て
て
干
す
。

※	

は
た
山　

端
山
。
山
の
ふ
ち
、
へ
り
。
傍
ら
の
山
。

岡
田
立
助
は
予
が
此
日
と
む
ら
は
ん
と
す
れ
ば
、
先
だ

ち
て
帰
る
。
昌
庵
、
蘭
渓
と
ひ
と
し
く
飯
終
り
て
出
ん

と
す
。
や
ど
の
あ
る
じ
紙
も
ち
出
て
画
を
も
と
む
。
三

輪
宗
琢
も
又
、
画
を
も
と
む
。
さ
き
い
そ
げ
バ
不
画
。

岡
田
立
助
は
、
私
が
こ
の
日
に
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
、（
迎
え
る
準
備
の
た
め
）先
に
帰
っ
て
い
た
。
昌
庵
、

蘭
渓
は
、
そ
ろ
っ
て
朝
食
を
終
え
て
、
出
発
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
宿
の
主
は
、
紙
を
持
ち
出
し
て
き
て
画
を
求
め

た
。
三
輪
宗
琢
も
ま
た
、
画
を
求
め
た
。
し
か
し
、
先
を

急
い
で
い
た
の
で
、
描
か
な
か
っ
た
。

※	

昌
庵
、
蘭
渓
…
…
出
ん
と
す　

二
人
は
出
か
け
る
支

度
を
終
え
て
い
た
が
、
崋
山
が
朝
食
を
済
ま
す
の
を

待
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。

三
輪
宗
琢
を
導
と
な
し
、
岡
田
の
家
に
い
た
る
。
道
の

ほ
ど
田
間
を
行
、
又
坂
を
越
。
木
く
さ
上
を
お
ほ
ひ
、

こ
の
葉
は
落
ち
か
さ
な
り
、
歩
行
に
音
を
な
す
。
豁か

つ

然ぜ
ん

と
打
ひ
ら
け
た
る
所
に
い
づ
。
前
ハ
井
の
字
か
き
た
ら

ん
や
う
に
田
あ
り
。
後
は
た
か
き
山
う
ち
め
ぐ
り
、
松

の
く
ろ
う
し
げ
り
た
る
、
山
腰
に
門
塀
の
し
ろ
う
見
ゆ

る
、
即
岡
田
う
じ
な
り
。
い
と
よ
は
な
れ
た
る
わ
び
ず

ま
ひ
、
心
甚
う
ら
や
む
。

三
輪
宗
琢
を
先
導
者
と
し
て
、
岡
田
の
家
に
着
い
た
。

行
く
道
は
、
田
の
間
を
通
り
、
ま
た
坂
を
越
え
る
。
木
や

草
が
生
い
茂
っ
て
、
落
ち
葉
が
重
な
っ
て
お
り
、
歩
く
と

音
を
た
て
る
。
そ
の
う
ち
に
目
の
前
が
ぱ
っ
と
開
け
て

広
々
と
し
た
所
に
出
た
。
前
は
「
井
」
の
字
を
書
い
た
よ

う
に
整
然
と
区
画
さ
れ
た
田
が
あ
る
。
後
ろ
は
高
い
山
が

打
ち
続
い
て
お
り
、
松
が
黒
々
と
茂
っ
て
い
る
。
山
の
腰

に
門
や
塀
が
白
く
見
え
る
。
こ
れ
が
岡
田
氏
の
邸
宅
で
あ

る
。
世
間
か
ら
全
く
隔
離
し
た
閑
寂
な
住
ま
い
で
、
た
い

へ
ん
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
た
。

※	
豁
然　

景
色
な
ど
が
、
眼
前
に
ぱ
っ
と
開
け
る
さ
ま
。

※	
井
の
字
か
き
た
ら
ん
や
う
に　

整
然
と
区
画
さ
れ
た

田
ん
ぼ
が
並
ん
で
い
る
よ
う
す
。

※	

よ
は
な
れ
た
る　

世
離
れ
た
る
。
世
間
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
。

※	

わ
び
ず
ま
ひ　

わ
び
住
ま
い
。
世
間
か
ら
離
れ
て
ひ

っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
住
居
。

※	

心
甚
う
ら
や
む　

崋
山
は
、
絵
を
描
い
た
り
、
思
索

を
ま
と
め
た
り
、
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
後
に
「
退
役
願
」
を
書
く
よ
う
に
、
藩
務
に
追

わ
れ
る
よ
り
も
自
由
時
間
が
欲
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

自
分
も
こ
の
よ
う
に
世
間
か
ら
隔
離
し
た
静
か
な
所

で
生
活
で
き
た
ら
い
い
な
と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

略
図岡

田
東
塢
山
荘
図
。

（
図
な
し
、
二
頁
空
白
）

（
続
）

鑁
阿
寺

　←
清
風
楼

（
所
在
地
未
詳
）

　←
近
江
屋
忠
七
の
家

（
所
在
地
未
詳
）

足
利
学
校

観
音
山

（
街
図
を
描
い
た
場
所
）

岡
田
立
助
邸

至
桐
生

蔦
屋

←
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一
　
序

崋
山
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
夏
、
利
根
川
下
流

域
を
旅
し
『
四
州
真
景
図
』
を
制
作
し
ま
す
。
前
回
は
四

州
真
景
図
の
名
品
「
潮
来
花
柳
」
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た

が
、
今
回
も
、
名
品
の
一
つ
「
利
刀　

常
州　

十
里
」
を

訪
ね
る
旅
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
　「
利
刀
　
常
州
　
十
里
」
の
位
置

十
里
は
常
陸
国
河
内
郡
兵
部
新
田
に
あ
り
ま
し
た
。
現

在
は
茨
木
県
稲
敷
郡
河
内
町
大
字
十
里
に
な
り
ま
す
。『
利

根
川
図
誌
』
の
利
根
川
全
圖
を
見
る
と
、
印
旛
沼
の
対
岸

に
布
鎌
と
い
う
村
が
あ
り
、『
十
里
カ
シ
』
と
い
う
記
載

が
見
え
ま
す
。
こ
こ
が
名
品
「
利
刀　

常
州　

十
里
」
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
で
す
。

崋
山
は
江
戸
を
出
て
二
日
目
の
旧
暦
文
政
八
年
（
一
八

二
五
）
七
月
一
日
、
新
暦
八
月
一
四
日
に
は
、
木
下
（
千

葉
県
印
西
市
）
か
ら
木
下
茶
船
に
乗
り
、
津
宮
（
千
葉
県

香
取
市
）
に
向
け
利
根
川
を
下
り
ま
す
。
十
里
は
、
木
下

か
ら
約
五
キ
ロ
下
流
に
な
り
ま
す
。

三
　
真
景
図
「
利
刀
　
常
州
　
十
里
」

四
州
真
景
図
は
、
四
巻
の
巻
子
装
（
か
ん
す
そ
う
）
い

わ
ゆ
る
巻
物
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
傑
作
「
釜
原
」
は

二
之
巻
の
三
図
、「
利
刀　

常
州　

十
里
」
は
二
之
巻
の

四
図
に
な
り
ま
す
。
二
つ
の
図
に
は
、
名
所
で
は
な
い
風

景
、
広
々
と
し
た
自
然
、
図
の
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
一
と
い

う
類
似
点
が
あ
り
ま
す
。

崋
山
は
、
盛
夏
の
利
根
川
を
下
る
船
の
上
か
ら
見
た
風

景
に
、
心
を
捉
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。「
利
刀　

常
州

　

十
里
」
と
い
う
注
記
が
書
か
れ
た
図
と
な
っ
て
残
っ
て

い
ま
す
。
当
時
の
利
根
川
沿
い
で
は
、
あ
り
ふ
れ
た
風
景

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
崋
山
の
感
動
が
見
る
者
に
も

伝
わ
り
、
な
ぜ
か
心
に
訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

あ
り
ふ
れ
た
風
景
と
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
図
は
、
た
だ

水
辺
の
風
景
を
描
い
た
の
で
は
な
く
、「
十
里
河
岸
」
と

い
う
小
さ
な
舟
着
き
場
と
集
落
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
も

の
で
す
。

図
中
の
集
落
の
中
心
は
、
比
較
的
、
画
面
左
、
上
流
側

に
寄
せ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
崋
山
は
こ
の
風
景
に
魅
せ

ら
れ
て
し
ば
し
眺
め
た
後
、
舟
が
十
里
河
岸
を
通
過
し
よ

う
と
し
た
時
、
ふ
と
我
に
返
り
、
急
い
で
筆
を
と
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
十
里
河
岸
に
一
旦
停
泊
し
、

写
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

利
根
川
の
土
手
に
は
、
く
の
字
型
に
折
れ
た
小
径
や
、

土
手
の
下
か
ら
上
ま
で
縦
一
列
に
並
ん
だ
杭
が
見
え
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
手
の
傾
斜
を
う
ま
く
表
現
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
左
手
の
集
落
は
一
階
の
屋
根
よ
り
上
が
土

『
四
州
真
景
の
旅
』⑧ 

　
名
品
「
利
刀
　
常
州
　
十
里
」

研
究
会
員
　
中
神
昌
秀『利根川図誌』　利根川全圖　岩波文庫

大字十里位置図

十里付近拡大

十里
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手
の
上
に
見
え
、
更
に
そ
の
奥
に
は
、
屋
根
よ
り
高
い
三

本
の
木
が
描
か
れ
て
い
て
、
土
手
、
家
、
木
と
重
ね
て
奥

行
き
を
出
し
、
平
面
的
に
な
り
が
ち
な
川
の
風
景
に
、
立

体
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

土
手
の
右
や
中
央
、
そ
し
て
左
の
平
屋
は
、
藁
葺
屋
根

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
質
感
を
巧
み
に
表
現
し
た
柔
ら

か
な
、
や
さ
し
い
線
で
す
。

利
根
川
は
、
大
河
ら
し
い
ゆ
っ
た
り
し
た
流
れ
で
す
。

岸
辺
は
僅
か
に
波
打
っ
た
点
線
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
多

少
の
波
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
流
れ
は
緩
や

か
で
、
小
舟
の
向
き
に
よ
っ
て
下
流
の
方
向
が
、
か
ろ
う

じ
て
わ
か
る
程
度
で
す
。

利
根
川
の
川
面
、
川
の
中
の
少
し
曲
が
っ
た
杭
、
舫
わ

れ
た
小
舟
、
土
手
の
緑
、
ひ
っ
そ
り
佇
む
数
軒
の
民
家
。

そ
こ
に
は
、
世
界
的
大
都
会
で
あ
っ
た
江
戸
と
は
正
反
対

の
、
時
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
、
自
然
豊
か
な
別
世
界
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
風
景
を
写
し
取
っ
た
図
は
、
四

州
真
景
図
の
最
高
傑
作
と
言
わ
れ
る
「
釜
原
」
と
共
に
、

郷
愁
を
誘
う
、癒
し
の
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
や
、「
釜

原
」
よ
り
も
、「
利
刀　

常
州　

十
里
」
こ
そ
が
、
四
州

真
景
図
の
真
髄
を
体
現
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。東

京
大
学
名
誉
教
授
の
芳
賀
徹
氏
も
、
こ
の
図
に
つ
い

て
、『
ご
く
平
凡
な
利
根
の
風
景
を
、
な
ん
の
力
む
と
こ

ろ
も
な
く
す
ば
や
い
省
筆
と
淡
彩
で
描
き
な
が
ら
、
そ
こ

に
こ
の
文
政
八
年
七
月
某
日
の
午
后
の
一
刻
の
印
象
の
鮮

や
か
さ
と
、
そ
の
「
平
凡
」
さ
が
も
ち
う
る
奥
行
き
の
深

さ
と
い
っ
た
も
の
を
、
み
ご
と
に
と
ら
え
尽
く
し
て
い

る
。』
と
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
い
ま
、
日
本
の
た
だ

中
に
在
り
な
が
ら
、
な
に
か
日
本
が
な
つ
か
し
く
恋
し
く

て
な
ら
な
く
な
る
よ
う
な
絵
、
と
も
い
お
う
か
。
お
そ
ら

く
、
渡
辺
崋
山
も
、
利
根
を
下
る
船
中
か
ら
こ
の
人
知
れ

ぬ
村
落
の
佇
ま
い
に
ふ
と
心
を
ひ
か
れ
、
そ
こ
に
こ
の
桃

源
郷
的
空
間
の
存
在
を
感
じ
て
か
き
と
っ
た
の
で
あ
ろ

う
』
と
書
い
て
い
ま
す
。

四
　
終
わ
り
に

私
が
「
利
刀　

常
州　

十
里
」
を
見
て
連
想
す
る
の
は
、

色
彩
の
魔
術
師
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
、
ラ
ウ
ル
・

デ
ュ
フ
ィ
ー　

Raoul D
ufy

（
一
八
七
七
～
一
九
五
三
）

が
、
故
郷
の
港
町
を
描
い
た
「
夕
暮
れ
時
の
ル
・
ア
ー
ヴ

ル
の
港
」 （
一
九
〇
〇
年　

油
彩　

カ
ン
ヴ
ァ
ス　

七
三
×

六
〇
㎝　

仏
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
市 

カ
ル
ヴ
ェ
美
術
館
蔵
）　

L
e Port du H

avre au crépuscule  1900  H
uile sur 

toile  
73

×63cm

　

M
usée Calvet A

vignon France 

で
す
。「
利
刀　

常
州　

十
里
」
の
川
に
対
し
、
ル
・
ア

ー
ヴ
ル
は
海
、
し
か
も
夕
方
で
す
が
、
そ
の
水
面
が
ど
う

し
て
も
重
な
っ
て
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
描
こ

う
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
の
方
向
性
が
同
じ
だ
っ
た
か
ら
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。

※
連
載
中
に
、
一
度
紹
介
し
た
参
考
文
献
は
紹
介
を
省
略

し
て
い
ま
す
。

四州真景図「利刀　常州　十里」　重要文化財　紙本墨画淡彩　縦１３.５×横４０㎝　個人蔵
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「
少
年
物
語
　
渡
辺
崋
山
」

　
　
　
読
書
感
想
文
に
つ
い
て

公
益
財
団
法
人

崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋

山
先
生
の
功
績
を

後
世
に
伝
承
す
る

事
業
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
市
内
小

学
六
年
生
に
対
し
、「
少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
」
の
冊
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
想
文
の
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
九
二
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
最

終
選
考
に
お
い
て
選
ば
れ
た
二
六
点
の
中
か
ら
優
秀
賞

五
点
と
嚶
鳴
協
議
会
長
賞
一
点
の
作
品
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
学
童
の
皆
さ
ん
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
の
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
崋
山
会
事
務
局

優
秀
賞

ぼ
く
が
こ
の
本
を
読
ん
で
ま
ず
思
っ
た
こ
と
は
、
渡
辺

崋
山
は
、
自
分
の
た
め
よ
り
周
り
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る

人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
の
家
は
と
て
も
貧
し
か
っ
た
か
ら
、
家
計
を

助
け
る
た
め
に
、
昔
か
ら
才
能
が
あ
っ
た
絵
の
勉
強
を
し
て

画
家
と
な
っ
て
、
自
分
よ
り
家
族
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
昼
寝
を
す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
勉
強
や
仕
事
を
す
る
と

言
っ
て
、
必
死
に
勉
強
し
た
そ
う
で
す
。
ぼ
く
が
知
っ
て
い

る
人
の
中
で
、
一
番
一
生
け
ん
命
に
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
物
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
あ
ま
り
勉
強
が
好
き
で
は
な
い
け
ど
、
雨
の
日

も
風
の
日
も
休
ま
ず
必
死
に
勉
強
す
る
渡
辺
崋
山
と
同
じ

様
に
、
好
き
な
陸
上
を
必
死
に
が
ん
ば
り
た
い
な
と
思
い
、

家
で
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
陸
上
教
室
は
週

二
回
な
の
で
、
家
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
毎
日
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

そ
の
後
、
渡
辺
崋
山
は
四
十
才
で
家
老
に
な
り
ま
し
た
。

家
老
は
、
会
社
の
社
長
を
助
け
る
人
の
よ
う
な
立
派
な
仕
事

だ
と
お
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
中
が
天
保
の
き
き
ん
で
米
が
と
れ
ず
、
う
え
死
に

す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
田
原
は
一
人
も
死
に
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、き
き
ん
の
時
に
人
々
を
助
け
る
た
め
、

た
く
さ
ん
の
米
や
麦
を
た
め
て
お
け
る
倉
を
渡
辺
崋
山
が

造
っ
た
か
ら
で
す
。
蔵
の
名
前
は
報
民
倉
と
い
い
ま
す
。

も
し
渡
辺
崋
山
が
生
き
て
い
れ
ば
、
今
の
こ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
問
題
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
動
い
た
り

す
る
の
か
、
興
味
が
あ
り
ま
す
。
色
々
な
ア
イ
デ
ア
や
人
々

を
想
う
心
で
助
け
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

日
本
の
行
く
末
を
心
配
し
た
渡
辺
崋
山
は
、
国
の
政
治

を
改
め
て
も
ら
い
た
い
目
的
で
慎
機
論
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
、
幕
府
の
や
り
方
を
非
難
す
る
こ
と
は
良
く
な
い

事
と
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
悪
い
こ
と
を

悪
い
と
は
っ
き
り
言
う
と
い
う
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
ぼ

く
は
、
仲
良
し
の
友
達
な
ら
言
え
ま
す
が
、
年
上
の
人
や
年

下
の
人
に
は
意
見
が
言
い
に
く
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
児

童
会
の
役
員
に
も
な
っ
た
の
で
、
渡
辺
崋
山
を
見
習
い
た
い

で
す
。

一
八
四
一
年
、
渡
辺
崋
山
は
四
十
九
才
の
時
、
物
置
の

中
の
床
の
上
で
、
短
刀
で
の
ど
を
つ
ら
ぬ
き
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
自
分
に
対
す
る
う
わ
さ
や
悪
口
は
平
気
で
し

た
が
、
殿
様
に
め
い
わ
く
を
か
け
る
よ
う
な
う
わ
さ
が
耳
に

入
り
、
つ
ら
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
自
分

の
こ
と
で
は
な
く
、
人
の
こ
と
を
思
っ
て
行
動
し
て
い
て
す

ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
今
ま
で
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
は
自
分
で
決

め
て
や
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
た
ま
に
ゲ
ー
ム
に
つ
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
昼
寝
も
し

な
い
渡
辺
崋
山
を
見
習
っ
て
、
勉
強
や
陸
上
を
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
六
年
生
と
し
て
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
周
り

を
見
て
、
下
の
学
年
の
子
や
こ
の
学
校
全
体
を
、
ひ
っ
ぱ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

周
り
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
人

童
浦
小
学
校　

六
年　

片

桐

兜

真



13

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
渡
辺
崋
山
と
い
う
人
が
も
の

す
ご
く
努
力
を
し
て
、
人
の
た
め
に
生
き
て
き
た
人
だ
と
知

り
ま
し
た
。
く
ら
し
ぶ
り
は
お
金
が
な
く
て
、
つ
ら
い
生
活

だ
っ
た
こ
と
に
も
く
じ
け
ず
に
、
日
々
が
ん
ば
っ
て
生
き
る

崋
山
先
生
の
姿
に
、
心
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
が
崋
山
先
生
に
つ
い
て
す
ご
い
な
と
感
じ
た
こ
と
は
、

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
ど
ん
な

こ
と
に
対
し
て
も
熱
心
に
取
り
組
む
心
や
、
な
に
が
あ
っ
て

も
ゆ
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
強
い
意
志
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
崋
山
先
生
は
、
一
生
け
ん
命
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
学
問

を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
後
に
、
大
き
く
な
っ
た
崋
山

先
生
は
画
家
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
り
、
西
洋
の
文
化
を
学

ん
だ
り
す
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
面
で
結
果
を
残
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
崋
山
先
生
が
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
何
事
に

も
手
を
抜
か
ず
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
学
校
の
宿
題
が
終
わ
る
と
、
勉
強
で
は
な
く
、

外
で
遊
ん
だ
り
、
音
楽
を
き
い
た
り
す
る
な
ど
好
き
な
こ
と

を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
本
を
読
ん
で
崋

山
先
生
の
よ
う
に
、
小
さ
な
こ
と
で
も
努
力
を
続
け
る
こ
と

で
、
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
私
が
出
来
そ
う
な
こ
と
は
、
宿
題

が
終
わ
っ
た
後
に
、
自
分
で
問
題
を
解
い
た
り
、
漢
字
の
練

習
を
自
主
的
に
行
っ
た
り
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
だ
け
や
る
の
で
は
な
く
、
勉
強
や

ほ
か
の
こ
と
に
も
前
向
き
に
継
続
し
た
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
崋
山
先
生
は
常
に
、
自
分
の
こ
と
よ
り
も
周
り

の
人
の
事
を
考
え
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
に
も
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
画
家
に
な
っ
て
、
絵
を
売
り
始
め
た
理
由
も

家
族
を
救
う
た
め
で
し
た
。
さ
ら
に
、
自
分
の
家
が
貧
し
く

て
大
変
な
は
ず
な
の
に
、
助
け
た
相
手
の
お
礼
を
も
ら
お
う

と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ご
く
優
し
い
心
の
持
ち
主
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
私
も
崋
山
先
生
の
よ
う
に
、
困
っ
て
い
る
人

に
は
優
し
く
声
を
か
け
、
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
で
す
。

最
後
に
、
崋
山
先
生
の
生
き
て
い
た
時
代
は
、
今
と
違

っ
て
生
活
が
苦
し
く
な
る
と
、
兄
弟
が
は
な
れ
ば
な
れ
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
そ
の
後
二
度
と
会
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
時
代
で
し
た
。
生
き
て
い
く
た
め
に
は
し

ょ
う
が
な
い
こ
と
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
つ
ら

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に
も
弟
や
妹
が
い
ま
す
が
、
も

し
同
じ
時
代
に
生
き
て
い
て
、
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
る
と
思

う
と
悲
し
く
な
り
ま
す
。
今
、
自
分
が
こ
う
し
て
家
族
み
ん

な
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
な

こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
当
た
り
前
に
過
ご
し
て

い
る
毎
日
が
、
昔
の
人
か
ら
す
る
と
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
知

り
、
こ
れ
か
ら
は
毎
日
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

崋
山
先
生
の
本
を
読
ん
で
、
努
力
を
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
、
つ
ら
く
て
も
め
げ
ず
に
が
ん
ば
る
心
、
周
り
の
人
に

や
さ
し
く
す
る
心
、
当
た
り
前
の
毎
日
が
幸
せ
だ
と
い
う
こ

と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
人
の
た
め
に

な
る
生
き
方
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
周
り

の
人
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
」
と
考

え
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
崋
山
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
田
原
中
部

小
学
校
に
入
学
し
た
一
年
生
の
時
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
何

気
な
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
池
ノ
原
公
園
や
、
小
学
校
に
建

っ
て
い
た
銅
像
。
そ
の
銅
像
が
崋
山
先
生
だ
と
知
っ
た
の

は
、
後
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
生
の
学
芸
会
で
初

め
て
観
た
崋
山
劇
そ
の
歴
史
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の

に
、
悲
し
く
て
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
育
っ
て
い
る
こ
の
田
原
と
い
う
土
地

に
、
ず
っ
と
ず
っ
と
昔
生
き
て
い
た
崋
山
先
生
の
こ
と
を
、

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
崋
山
劇
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
話
で
す
。
崋
山
先
生
の
家
は
、
お
父
さ
ん

が
病
気
が
ち
で
治
り
ょ
う
に
多
く
の
お
金
が
か
か
り
、
極
た

ん
に
貧
し
か
っ
た
の
で
、
日
々
の
食
べ
物
に
も
困
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
厳
し
い
生
活
の
中
で
も
、
崋
山
先
生
は
一
生

け
ん
命
勉
強
し
、
絵
の
修
行
を
し
な
が
ら
家
族
を
助
け
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
弟
や
妹
た
ち
が
次
々
に
奉
公
に
出
さ
れ

て
お
別
れ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
も
弟
と
妹
が
い
ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
け
ん
か

を
し
ま
す
。
夜
に
な
る
と
家
族
も
み
ん
な
そ
ろ
う
し
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
話
し
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
食
事
を
し

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
好
き
な
時
間
に
寝
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
私
が
思
っ
て
い
る
当
た
り
前
は
、
崋
山
先

生
が
生
き
て
い
た
時
代
で
は
、
全
然
当
た
り
前
で
は
な
い
と

気
付
き
ま
し
た
。
昔
を
想
像
す
る
と
、
悲
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。
弟
や
妹
と
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な

い
し
、
家
族
の
生
活
を
支
え
る
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

だ
け
崋
山
先
生
は
す
ご
い
人
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
絵
の
才
能
が
み
と
め
ら
れ
、
二
十
代
半

ば
に
は
画
家
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
生
活

に
苦
労
せ
ず
に
す
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
四
十
七

才
の
こ
ろ
、
蛮
社
の
獄
が
起
き
ま
し
た
。
幕
府
に
口
を
出
す

不
届
き
者
と
し
て
、
池
ノ
原
や
し
き
で
き
ん
し
ん
生
活
を
送

る
こ
と
に
な
り
、
藩
に
め
い
わ
く
が
か
か
る
こ
と
を
お
そ
れ

渡
辺
崋
山
を
読
ん
で

大
草
小
学
校　

六
年　

及

部

心

愛

崋
山
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

田
原
中
部
小
学
校　

六
年　

木

村

未

来
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た
崋
山
先
生
は
、
切
腹
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い

て
私
は
、
あ
の
こ
ろ
見
た
池
ノ
原
公
園
の
銅
像
が
目
に
う
か

ん
で
き
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
ど
ん
な
状
き
ょ
う
に
置
か
れ
て
も
、
い

つ
も
大
切
な
人
や
み
ん
な
を
思
っ
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
崋
山
先
生
の
思
い
は
、
崋
山
劇
な
ど
を
通
し
て
今
に
も

受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
う
考
え
て
、
ど
う
行
動
し
て
い
く
か
に
よ
っ
て
、
ず
っ
と

ず
っ
と
先
の
世
界
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
背

筋
が
び
し
っ
と
伸
び
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
こ
の
令
和

と
い
う
時
代
は
、
崋
山
先
生
が
願
っ
て
い
た
世
界
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
崋
山
先
生
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
胸
に
、
み
ん
な
の
た
め
に
真
っ
す
ぐ
生
活
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
ま
で
生
き
て
き
て
、
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ

と
思
っ
た
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
い
、
面
白
い
と

思
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

に
思
う
だ
け
で
、
も
っ
と
努
力
し
よ
う
と
行
動
に
移
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ

よ
う
、
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
使

う
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
、
や
ろ
う
と
も

せ
ず
、
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
私
は
今
ま
で
生
き
て
き
て
、
特
に
努
力
を

し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
母
か
ら
、

「
努
力
を
し
な
い
か
ら
、
み
ん
な
に
追
い
越
さ
れ
て
置

い
て
行
か
れ
て
い
く
ん
だ
よ
。」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の
こ
と
に
熱
心
な
人
と

私
は
ち
が
う
と
思
い
な
が
ら
も
、
自
分
は
ど
う
し
て
努

力
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
と
、
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。渡

辺
崋
山
先
生
は
私
と
ち
が
い
、
が
ん
ば
る
と
決
め

た
こ
と
は
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
れ
る
根
性
、
そ
し
て
精

神
を
も
っ
て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
人
物
だ
と
思
い
ま
し

た
。
崋
山
先
生
は
貧
し
い
家
で
の
生
活
で
も
、
自
分
が

描
く
絵
で
が
ん
ば
っ
て
家
族
を
養
お
う
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
崋
山
先
生
の
発
案
に
よ
り
報
民
倉
を
作
る
と

き
に
は
、
崋
山
先
生
の
た
め
に
、
人
々
が
力
を
合
わ
せ

た
そ
う
で
す
。
崋
山
先
生
の
何
事
に
も
が
ん
ば
る
姿
勢

が
、
人
々
の
心
に
伝
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
、
人
々
に
信
頼
さ
れ
て
い
て
、
人
々
に
影

き
ょ
う
を
与
え
ら
れ
る
人
を
、
私
は
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
崋
山
先
生
が

自
害
し
た
際
に
書
か
れ
て
い
た
遺
書
の
内
容
に
も
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
私
な
ら
、
今
ま
で
反
発
し
て
き
た
人
や
、

見
下
し
て
き
た
人
に
文
句
や
怒
り
の
言
葉
を
書
き
ま
す
。

し
か
し
、
内
容
は
全
く
ち
が
う
も
の
で
し
た
。
遺
書
か

ら
は
、
母
や
妻
子
に
対
す
る
温
か
い
心
遣
い
が
に
じ
み

出
て
い
て
、
家
族
に
対
す
る
細
や
か
な
愛
情
が
表
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
無
実
の
罪
で
罪
人
と
さ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
や
、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
を
に
く
み
、

世
を
う
ら
む
言
葉
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
努
力
し

て
き
た
こ
と
を
否
定
さ
れ
、
し
か
も
罪
人
と
さ
れ
て
し

ま
え
ば
、
私
な
ら
と
て
も
怒
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
遺
書

に
は
不
満
を
た
く
さ
ん
書
く
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
崋
山
先
生
に
は
、
心
が
広

く
愛
に
満
ち
た
す
ば
ら
し
い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
崋
山
先
生
は
何
か
一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る

の
に
、
時
間
や
努
力
を
お
し
ま
な
い
す
ご
い
努
力
家
だ

と
知
り
ま
し
た
。
人
々
に
も
信
頼
さ
れ
、
心
も
広
く
、

と
て
も
す
て
き
な
人
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生

が
こ
の
よ
う
な
す
て
き
な
人
だ
と
知
り
、
今
の
私
で
は
、

崋
山
先
生
の
よ
う
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
、
好
き
だ
と
思
っ
た
こ
と
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と

に
は
、
す
ぐ
に
行
動
に
移
し
て
挑
戦
し
た
り
、
詳
し
く

調
べ
た
り
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
本
を
、
私

な
り
の
努
力
を
こ
れ
か
ら
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
た

い
で
す
。

ぼ
く
は
「
少
年
物
語
渡
辺
崋
山
」
を
読
ん
で
、
崋
山
先

生
の
偉
大
さ
に
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
約
束
を
守
り
、
何
事
に
も
熱
心
に
向
き

合
っ
て
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
が
「
虎
之
助
」
と
い
う
名
前

だ
っ
た
頃
、
田
原
藩
殿
様
の
あ
と
と
り
の
亀
吉
の
友
達
に
な

る
よ
う
、
大
勢
の
子
供
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
虎
之
助

が
普
段
か
ら
お
と
な
し
く
、
正
直
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
虎
之
助
の
家
は
貧
し
く
て
、
傘
を
買

っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
雨
の
日

に
亀
吉
の
と
こ
ろ
へ
通
う
と
き
に
は
お
父
さ
ん
の
み
の
か

さ
を
つ
け
、
ど
ん
な
時
で
も
決
し
て
つ
と
め
を
休
む
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
勉
強
を
し
な
が
ら
ご
飯
を
た

き
、
一
枚
し
か
な
い
着
物
を
こ
が
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
勉
強
熱
心
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
子

供
の
頃
か
ら
一
生
懸
命
勉
強
を
し
、
約
束
を
守
る
と
こ
ろ
が

本
当
に
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
上
手
く
い
か
な

い
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
い
ろ
い
ろ
な
約
束
や
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
一
つ

の
や
り
方
が
無
理
な
ら
他
の
や
り
方
を
探
す
な
ど
工
夫
し
、

努
力
の
き
っ
か
け

若
戸
小
学
校　

六
年　

槇

田

伶

望

令
和
の
未
来
に
向
か
っ
て

田
原
中
部
小
学
校　

六
年　

岩

崎

朱

倫
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崋
山
先
生
の
よ
う
に
あ
き
ら
め
ず
最
後
ま
で
や
り
と
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
は
た
く
さ
ん
の
苦
労
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
ぼ
く
が
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
田
原
中
部
小
学

校
の
崋
山
劇
で
演
じ
て
い
る
「
板
橋
の
別
れ
」
で
す
。
崋
山

先
生
一
家
は
た
い
へ
ん
貧
し
く
、
一
人
の
娘
は
女
中
奉
公
に

出
さ
れ
、
七
才
の
留
之
助
は
お
寺
へ
奉
公
に
出
さ
れ
ま
し

た
。「
板
橋
の
別
れ
」
は
九
才
の
熊
次
郎
を
お
寺
へ
奉
公
に

出
す
た
め
、
兄
弟
が
別
れ
る
話
で
す
。
こ
の
時
代
は
、
奉
公

に
出
す
と
二
度
と
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
崋
山

先
生
も
す
ご
く
辛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、「
難
儀
な
こ
と
、

悲
し
い
こ
と
に
出
会
う
た
び
、
ふ
る
い
立
っ
て
必
ず
り
っ
ぱ

な
人
に
な
り
、
家
の
人
を
幸
せ
に
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
こ
の
劇
を
見
る
た
び
に
、
胸
が
苦
し
く

な
る
の
と
同
時
に
、
辛
い
経
験
を
乗
り
越
え
、
家
族
の
た
め

に
が
ん
ば
る
崋
山
先
生
は
偉
大
だ
と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
は
、
貧
し
く
て
も
周
り
の
人
が
支
え
て
く
れ
、

た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
し
て
り
っ
ぱ
な
武
士
に
な
り
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
本
も
買
え
ず
、
先
生
や
友
達
に
借
り
て
そ
れ
を

写
す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
崋
山
先
生
が
子
供
の

頃
、
金
子
金
陵
先
生
が
努
力
す
る
崋
山
先
生
に
心
を
打
た

れ
、
熱
心
に
勉
強
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
時
々
紙
や
筆
な

ど
を
与
え
崋
山
先
生
を
励
ま
し
続
け
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
自
然
に
応
援
を
し
た
り
、
支
え

た
り
、
力
に
な
っ
た
り
し
た
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
未

来
が
、
権
力
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
が
ん
ば
っ
て
い

る
人
や
努
力
し
て
い
る
人
が
も
っ
と
認
め
ら
れ
、
輝
け
る
場

所
が
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

崋
山
先
生
が
亡
く
な
っ
て
百
七
十
年
以
上
が
た
ち
ま
し

た
。
今
で
も
崋
山
先
生
の
熱
い
想
い
は
た
く
さ
ん
の
人
の
心

に
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
努
力
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
令
和
の
未
来
を
支
え
る
り
っ
ぱ
な
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。

嚶
鳴
協
議
会
長
賞

崋
山
先
生
の
す
ご
い
と
思
っ
た
こ
と
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
家
族
を
大
切
に
し
た
こ
と
で
す
。
理
由
は
貧
し

い
家
を
救
う
た
め
に
絵
の
勉
強
を
し
、
そ
の
絵
を
売
り
、
家

族
を
救
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
自
分
の
こ
と
よ

り
他
の
人
を
優
先
す
る
こ
と
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
人
の
せ
い
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

紀
州
藩
の
荷
物
が
渥
美
半
島
の
表
浜
海
岸
へ
打
ち
よ
せ
ら

れ
た
時
、
海
岸
の
人
た
ち
が
そ
れ
を
拾
っ
て
家
に
持
ち
帰
り

ま
し
た
。
そ
の
時
の
紀
州
藩
は
徳
川
御
三
家
の
一
つ
で
勢
力

が
と
て
も
強
か
っ
た
の
で
す
。
へ
た
を
す
る
と
、
ろ
う
屋
に

入
れ
ら
れ
る
か
、
打
ち
首
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
崋
山
先
生
は
、
紀
州
藩
に
わ
け
を
話
に
い
っ
た
り
、
幕
府

に
申
し
ひ
ら
き
を
し
に
行
っ
た
り
し
て
、
内
々
に
す
ま
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
崋
山
先
生
が
自
殺
し
た
時
の
遺
書
に
も
、
人
を
に

く
ん
だ
り
世
を
う
ら
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
書
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ぼ
く
も
そ
れ
を
見
習
い
た
い
で
す
。

三
つ
目
は
、
人
に
や
さ
し
い
こ
と
で
す
。
人
々
が
き
き

ん
で
苦
し
ん
で
い
る
時
も
、
崋
山
先
生
は
そ
れ
に
同
情
し
、

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
、
崋
山
先
生

は
、
そ
の
気
持
ち
が
分
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

行
動
に
う
つ
せ
る
崋
山
先
生
を
見
て
ぼ
く
は
、
す
ご
く
立
派

な
人
だ
と
思
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、
絵
を
か
き
続
け
た
こ
と
で
す
。
家
に
い
る

時
か
ら
田
原
に
か
ご
で
送
ら
れ
て
い
く
時
ま
で
書
き
続
け

た
の
で
す
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
ず
っ
と
続
け
る
と
い
う

こ
と
は
、
よ
っ
ぽ
ど
そ
の
こ
と
が
好
き
で
は
な
い
と
で
き
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
が
こ
の
本
を
読
ん
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
に
対
す

る
心
づ
か
い
で
す
。
崋
山
先
生
は
人
に
対
し
て
決
し
て
え
ら

そ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
に
対
し
て
の

や
さ
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
人
を
決
し
て
に
く
ん

だ
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
崋
山
先
生
が
亡
く
な
っ
た
時
の
遺

書
に
は
、
人
を
に
く
ん
だ
り
、
世
の
中
を
う
ら
む
よ
う
な
こ

と
は
せ
ず
、
全
て
自
分
の
責
任
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
れ
に
感
動
し
ま
し
た
。
崋
山
先
生
を
見

習
い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
向
け
て
、
人
を
に
く
ん
だ
り
、

世
の
中
を
う
ら
む
の
で
は
な
く
、
人
に
や
さ
し
く
し
、
み
ん

な
か
ら
、
大
切
な
存
在
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
れ
と
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
そ
の
人
に

同
情
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

最
終
選
考
に
選
ば
れ
た
方
々

鈴
木
琉
也

大
岩
紗
弥

原　

歩
菜

糟
谷
向
日
葵

小
久
保
湧
斗

内
藤　

律

高
橋
由
芽

刑
部
陽
菜

片
山
歌
菜

山
田
莉
緒

河
合
七
菜
子

小
久
保
桜
空

伊
藤
晴
香

光
部
成
美

山
本
華
里
那

川
口
穂
乃
夏

鬼
頭　

駈

小
久
保
紗
耶

伊
藤
綺
華

神
谷
咲
苗

（
受
賞
さ
れ
た
方
は
除
く
）

「
少
年
物
語　

渡
辺
崋
山
」
を
読
ん
で

神
戸
小
学
校　

六
年　

川

口

淳

誠
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田
原
市
博
物
館
企
画
展
の
ご
案
内

十
月
三
日（
土
）～
十
一
月
二
十
九
日（
日
）

ふ
る
さ
と
の
歴
史　

渥
美
半
島
2
万
年
の

歴
史
を
探
訪
す
る
（
企
画
展
示
室
）

　

渥
美
半
島
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て

二
万
年
。先
人
た
ち
の
営
み
の
な
か
か
ら
、

十
三
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
渥
美
半
島
の

歴
史
の
一
コ
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
解
説　

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後

一
時
三
十
分
～
（
要
事
前
予
約
）　

崋
山
会

館
会
議
室　

講
師
：
学
芸
員　

木
村
洋
介

同
時
開
催
：
重
要
文
化
財　

渡
辺
崋
山
関

係
資
料
（
特
別
展
示
室
）

自
刃
の
刀
、
獄
中
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を

は
じ
め
と
す
る
重
要
文
化
財
を
限
定
展
示
。

田
原
市
博
物
館
平
常
展
の
ご
案
内

十
二
月
五
日（
土
）～
令
和
三
年
二
月
七
日

（
日
）

渥
美
半
島
と
文
学　

児
童
文
学
作
家

山
田
も
と
（
企
画
展
示
室
二
）

　

田
原
市
の
児
童
文
学
作
家
で
あ
る
山
田

も
と
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
、
代
表
作
で

あ
る
「
水
の
歌
」
の
原
稿
を
は
じ
め
、
田

原
区
が
発
刊
し
た
「
蔵
王
」
に
掲
載
さ
れ

た
田
原
の
民
話
の
原
稿
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

記
念
行
事　

も
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
残
し
た

た
は
ら
の
民
話　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
～　

田
原
文
化
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル　

講
演
会
、
成
章
高
校
演
劇

部
に
よ
る
朗
読
、
大
草
小
学
校
児
童
に
よ

る
演
劇
、
座
談
会
な
ど
（
要
予
約
・
十
一

月
十
四
日
か
ら
受
付
）。

高
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
文
人
画　

関

東
と
関
西
と
（
特
別
展
示
室
）

　

高
林
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
高
林
泰
虎
氏
の

南
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
谷
文
晁
筆

「
千
山
万
水
図
」
や
渡
辺
崋
山
の
ス
ケ
ッ

チ
で
あ
る
「
客
坐
掌
記
」（
天
保
3
年
）

を
は
じ
め
貴
重
な
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
関
東
関
西

の
作
家
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

二
月
十
一
日（
木
・
祝
）～
四
月
十
一
日

（
日
）

ひ
な
人
形
と
初
凧
展
（
企
画
展
示
室
一
）

　

田
原
の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
ひ
な
人
形
や

田
原
凧
保
存
会
作
成
の
初
凧
を
展
示
。

同
時
開
催
：
崋
椿
系
の
系
譜　

椿
椿
山　

渡
辺
小
華
（
特
別
展
示
室
）

崋
山
が
一
番
信
頼
を
お
い
て
い
た
弟
子
の

椿
椿
山
は
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
崋
山
の

息
子
で
あ
る
小
華
は
椿
山
に
師
事
し
、
草

蟲
花
卉
を
得
意
と
し
ま
し
た
。
師
弟
二
人

の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
の
ご
案
内

二
月
二
日
（
火
）
～
三
月
十
四
日
（
日
）

第
35
回
ひ
な
祭
り
展
（
企
画
展
示
室
）

　

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
ひ
な
人
形

の
変
遷
を
展
示
。

観
覧
料

企
画
展	

一
般	

四
〇
〇
円（
三
二
〇
円
）

平
常
展	

一
般	

三
一
〇
円（
二
四
〇
円
）

	
小
中
学
生

		


一
五
〇
円（
一
二
〇
円
）

　

企
画
展
開
催
時
は
小
中
学
生
無
料

　

毎
週
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料

　
（　

）
内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

東
三
河
在
住
の
小
中
学
生
は
、
ほ
の
国

こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
提
示
に
よ
り
無
料
入
館
）

渥
美
郷
土
資
料
館
は
無
料

休
館毎

週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

平
日
）、
展
示
替
日
、
十
二
月
二
十
八
日
～

一
月
四
日

編
集
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

　
　

会
長　

小
林
一
弘

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

次
回
発
行
予
定　

令
和
三
年
四
月
十
一
日

崋
山
会
報　

第
四
十
五
号

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
一
日
発
行

　
　

編
集
発
行　

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　

愿

　
　
　
　
　

常
務
理
事　

林　

勇
夫

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

大
根
義
久

〒
四
四
一
―
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
一

公
益
財
団
法
人
崋
山
会

田
原
市
博
物
館

田
原
市
渥
美
郷
土
資
料
館

か
ら
ご
案
内

※亀山村古絵図写（江戸時代）


